
〔
論
文
〕

聖
人
は
至
る
可
か
ら
ず

ー

l
荻
生
担
保
の
人
性
論
i
1
｜

次回

進

一
、
聖
人
之
称
国
副
作
一

二
、
気
質
不
レ
可
レ
変

聖
人
不
レ
可
レ
至

ω窮
理
之
失

必
至
三
於
廃
一
一
聖
人
一

ω気
質
可
レ
変
乎

人
欲
可
レ
尽
乎

一
、
聖
人
之
称
因
制
作

「
天
音
色
は
不
可
測
な
り
、
そ
の
「
不
可
測
」
な
る
天
意
を
知
る
の
道
は
、
ひ
と
え
に
「
聖
人
」
に
よ
る
の
み
と
指
さ
し
た
但
僚
が
、

み
ず
か
ら
聖
人
の
教
え
に
寄
せ
た
尊
信
の
程
は
前
篇
で
見
た
と
お
り
で
あ
る
寸
然
ら
ば
、
そ
の
信
ず
べ
き
「
聖
人
」
と
は
何
者
な
の
で
あ

ろ
う
か
。
通
常
、
聖
人
と
は
完
全
無
欠
な
道
徳
の
具
現
者
と
思
わ
れ
て
い
る
。
も
と
よ
り
、
わ
が
但
僚
も
聖
人
が
有
徳
で
あ
り
、
ま
た
人

並
み
す
ぐ
れ
た
高
徳
の
保
有
者
で
あ
る
こ
と
を
認
め
る
。
「
先
王
聡
明
叡
知
の
徳
、
諸
れ
を
天
性
に
菓
く
。
凡
そ
人
の
能
く
及
ぶ
所
に
非
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①
 

ず
。
故
に
古
は
学
び
て
聖
人
と
矯
る
の
説
無
し
。
蓋
し
先
王
の
徳
は
、
衆
美
を
兼
備
す
。
」
と
、
聖
人
口
付
先
王
の
美
徳
を
語
る
。
あ
る
い

は
、
「
聖
人
は
聡
明
叡
知
之
徳
を
天
よ
り
う
け
得
て
神
明
に
ひ
と
し
き
人
に
て
候
を
。
何
と
し
て
人
力
を
以
て
な
り
可
申
候
哉
。
さ
る
程

②
 

に
古
よ
り
聖
人
に
な
り
た
る
人
無
御
座
候
へ
ば
、
妄
説
な
る
事
明
白
に
候
。
」
と
し
て
、
凡
俗
を
超
え
た
抜
群
の
有
徳
性
を
語
る
。
も
っ

と
も
こ
の
超
俗
超
凡
の
有
徳
性
、
聡
明
叡
知
は
「
天
性
」
に
菓
け
、
「
天
」
よ
り
う
け
得
た
と
こ
ろ
と
し
て
、
さ
き
に
述
べ
た
天
意
が
顔

を
出
し
て
い
る
こ
と
は
勿
論
で
あ
る
。

と
は
云
え
、
但
徳
は
そ
の
道
徳
性
を
以
て
聖
人
の
聖
人
た
る
所
以
と
は
し
な
い
の
で
あ
る
。
彼
は
云
う
、
「
先
王
の
徳
は
衆
美
を
兼
美

す
。
得
て
名
づ
く
可
き
こ
と
難
し
。
而
る
に
命
け
て
聖
と
矯
す
所
の
者
は
、
諸
れ
を
制
作
の
一
端
に
取
る
の
み
。
先
王
国
を
開
き
礼
楽
を

③
 

制
作
す
る
は
、
是
れ
一
端
と
難
も
、
先
王
の
先
王
矯
る
所
以
は
、
亦
唯
是
れ
の
み
。
」
と
。
つ
ま
り
、
「
礼
記
」
（
楽
記
篇
）
に
「
作
者
を

之
聖
と
謂
ふ
」
と
あ
る
よ
う
に
、
札
楽
を
制
作
し
た
と
い
う
結
果
・
功
績
が
聖
人
を
聖
人
た
ら
し
め
る
と
の
独
自
の
規
準
を
打
ち
出
し
た

の
で
あ
る
。
「
之
を
聖
人
と
謂
ふ
者
は
、
制
作
を
以
て
の
故
也
。
唯
制
作
の
誠
一
の
み
見
る
可
し
。
其
の
見
る
可
き
に
就
き
て
以
て
之
を
命

＠
 

じ
て
、
敢
へ
て
其
の
徳
を
論
ぜ
ず
。
」
と
明
言
す
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
聖
人
を
も
っ
て
、
「
津
然
た
る
天
理
、
一
議
の
人
欲
の
私
無
し
」
と
す
る
従
来
の
聖
人
概
念
を
一
挙
に
変
更
す
る
も
の
で
あ

っ
た
。
し
か
も
、
こ
こ
で
聖
人
と
は
礼
楽
刑
政
を
制
作
し
た
者
と
し
て
い
る
こ
と
は
、
道
は
お
の
ず
か
ら
万
人
に
備
わ
る
と
す
る
自
然
法

概
念
で
は
な
く
て
、
人
為
法
概
念
に
立
っ
て
い
る
こ
と
は
自
明
で
あ
る
。
「
先
王
の
道
は
先
王
の
造
る
所
な
り
。
天
地
自
然
の
道
に
非
ざ

る
な
り
。
蓋
し
先
王
聡
明
叡
知
の
徳
を
以
て
、
天
命
を
受
け
、
天
下
に
王
た
り
。
其
の
心
は
一
に
天
下
を
安
ん
ず
る
を
以
て
務
と
矯
す
。

是
を
以
て
其
の
心
力
を
尽
し
、
其
の
知
巧
を
極
め
て
、
是
の
道
を
作
矯
し
、
天
下
後
世
の
人
を
し
て
是
に
由
て
之
れ
を
行
は
し
む
。
山
一
旦
天

地
自
然
に
之
れ
有
ら
ん
哉
。
伏
義
神
農
黄
帝
も
亦
聖
人
な
り
。
其
の
作
矯
す
る
所
は
、
猶
ほ
且
つ
用
を
利
し
、
生
を
厚
う
す
る
の
道
に
止

⑤
せ
ん
ぎ
よ
く
て
い
こ
く

ま
る
。
（
額
一
唄
帝
響
を
経
て
、
尭
舜
に
至
り
、
而
し
て
後
礼
楽
始
め
て
立
つ
。
夏
股
周
に
し
て
後
燦
然
と
し
て
始
め
て
備
は
る
。
是
れ
数

千
年
を
更
、
数
聖
人
の
心
力
知
巧
を
更
て
而
し
て
成
れ
る
者
、
亦
一
聖
人
一
生
の
力
の
能
く
弁
ず
る
所
の
者
に
非
ず
。
故
に
孔
子
と
雄
も
、

⑥
 

亦
学
び
て
而
る
後
に
知
る
。
」
と
し
て
、
伏
義
神
農
黄
帝
か
ら
顧
一
唄
帝
響
を
経
て
尭
舜
へ
と
連
な
る
聖
人
た
ち
が
、
天
命
を
受
け
て
、
天

下
を
安
ん
ず
る
た
め
に
、
知
巧
を
尽
く
し
つ
つ
礼
楽
刑
政
と
い
う
具
体
的
な
道
を
制
作
し
た
と
す
る
の
で
あ
る
。
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聖人は至る可からず

然
ら
ば
、
こ
れ
ら
先
王
を
し
て
礼
楽
を
制
作
せ
し
め
た
「
天
命
」
の
「
天
」
に
つ
い
て
は
何
と
語
る
の
で
あ
ろ
う
。
聖
人
は
こ
の
「
天
」

よ
り
「
命
」
を
裏
け
て
礼
楽
を
制
作
し
た
者
な
の
で
あ
る
。
「
道
の
大
原
は
天
に
出
づ
、
古
先
聖
王
、
天
に
法
り
て
道
を
立
つ

D
J
と。

そ
し
て
、
す
で
に
予
想
さ
れ
る
よ
う
に
、
そ
の
「
天
」
は
不
可
測
に
し
て
至
尊
無
比
な
る
有
意
的
存
在
で
あ
っ
た
D

「
天
は
解
を
待
た
ず
し

て
人
の
皆
知
る
所
也
。
之
を
望
め
ば
蒼
蒼
然
た
り
。
冥
冥
乎
と
し
て
得
て
之
を
測
る
可
か
ら
ず
。
日
月
星
辰
穏
に
繋
り
、
風
雷
寒
暑
罵
に

行
は
れ
、
万
物
の
命
を
受
く
る
所
に
し
て
、
百
神
の
宗
な
る
者
也
。
至
尊
な
る
こ
と
比
無
く
、
能
く
除
、
え
て
之
よ
り
上
な
る
者
莫
し
o
J

つ
ま
り
、
天
は
太
陽
も
月
も
星
も
、
そ
こ
に
か
か
り
、
風
も
雷
も
寒
さ
も
暑
さ
も
そ
こ
に
働
く
所
で
あ
り
、
か
つ
は
万
物
に
命
令
を
与
え

る
至
上
至
尊
の
意
志
的
存
在
と
さ
れ
る
の
で
あ
っ
也
、
「
天
の
心
有
る
や
、
堂
彰
彰
と
し
て
著
明
な
ら
ざ
ら
ん
や
o
J
と
主
張
す
る
。

程
子
が
「
天
地
は
無
心
に
し
て
化
有
り
」
と
説
く
の
に
反
対
し
、
「
易
経
』
（
復
卦
）
の
「
復
せ
ば
其
れ
天
地
の
心
を
見
る
か
」
、
ま
た

『
書
経
』
（
太
甲
篇
）
の
「
惟
れ
天
親
し
む
無
し
、
克
く
敬
す
る
を
惟
れ
親
し
む
」
、
ま
た
（
湯
詩
篇
）
「
天
道
は
善
に
福
し
淫
に
禍
ひ
す
」
、

さ
ら
に
「
易
経
』
（
謙
卦
）
の
「
天
道
は
盈
て
る
を
蔚
い
て
謙
に
益
す
」
、
そ
し
て
孔
子
の
「
罪
を
天
に
獲
れ
ば
、
祷
る
所
無
き
也
」
（
入

信
篇
）
を
あ
げ
、
「
量
天
の
心
を
以
て
之
を
云
ふ
に
非
ざ
ら
ん
や
」
と
き
め
つ
け
て
、
天
の
人
格
的
意
志
を
弁
証
し
て
い
る
o
⑬

こ
こ
に
、
創
造
・
蹟
罪
を
欠
く
と
難
も
、
支
配
・
摂
理
を
大
権
と
す
る
ゴ
ッ
ド
と
も
云
う
べ
き
天
の
意
を
受
け
て
治
国
安
民
を
行
い
、

札
楽
を
制
作
し
た
の
が
聖
人
な
の
で
あ
る
。
「
古
へ
よ
り
聖
帝
・
明
王
、
皆
天
に
法
り
て
天
下
を
治
め
、
天
道
を
奉
じ
て
以
て
其
の
政
教

⑪
 

を
行
ふ
。
是
を
以
て
聖
人
の
道
、
六
経
に
載
す
る
所
、
皆
天
を
敬
す
る
に
帰
せ
ざ
る
者
莫
し
。
」
と
し
て
敬
天
が
唱
え
ら
れ
る
。
易
・

詩
・
書
・
礼
・
楽
・
春
秋
の
六
経
載
す
る
と
こ
ろ
は
、
す
べ
て
天
を
敬
す
る
こ
と
に
帰
す
る
、
と
。
そ
れ
ゆ
え
、
「
聖
人
は
天
を
畏
る
。

故
に
政
「
命
を
知
る
』
と
日
ひ
、
「
我
れ
を
知
る
者
は
其
れ
天
か
」
と
日
ひ
て
、
未
だ
嘗
て
天
を
知
る
と
云
は
ず
、
敬
の
至
り
也
o
J
と

見
事
な
解
釈
と
な
る
。
こ
う
し
て
、
聖
人
へ
の
信
仰
は
天
へ
の
畏
敬
と
な
る
の
で
あ
り
、
「
古
へ
の
聖
人
を
信
ぜ
ざ
る
者
」
は
、
「
天
を
敬

ひ
と

せ
ざ
る
者
⑬
」
で
あ
る
。
け
だ
し
、
「
五
帝
の
徳
は
天
に
件
し
く
、
記
り
て
以
て
之
を
合
し
て
、
天
と
別
無
し
。
故
に
詩
書
に
天
と
称
し
帝

と
称
し
て
識
別
す
る
所
有
る
莫
き
者
は
、
是
れ
が
震
の
故
也
。
尭
・
舜
以
下
の
作
者
七
人
の
如
き
は
、
既
に
之
を
学
に
紀
り
て
万
世
替
ら

ず
o
J
と
、
聖
人
た
ち
は
天
に
合
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

超
越
的
な
天
の
意
志
を
仰
ぐ
祖
徳
に
は
、
前
篇
で
述
べ
た
人
知
に
は
不
可
測
・
不
可
知
の
世
界
が
自
覚
さ
れ
て
い
る
の
は
当
然
で
あ
る
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そ
の
格
別
な
天
の
命
を
受
け
た
こ
と
、
天
の
御
意
に
財
り
、
合
し
て
、
安
民
の
道
と
し
て
の
礼
楽
刑
政
を
制
作
し
た
、
こ
れ

を
六
経
に
録
し
た
、
と
い
う
こ
と
が
「
聖
人
」
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
聖
人
は
聖
「
人
」
と
し
て
一
個
の
人
間
で
あ
り
な
が
ら
、
余
人
と
は

絶
対
的
に
異
る
存
在
で
あ
り
、
人
は
決
し
て
聖
人
た
り
え
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
わ
け
で
あ
る
D

キ
リ
ス
ト
教
に
お
け
る
聖
書
正
典
記

⑬
 

者
の
空
前
絶
後
性
を
連
想
さ
せ
よ
う
か
。
「
東
海
は
聖
人
を
出
だ
さ
ず
、
西
海
も
聖
人
を
出
だ
さ
ず
、
是
れ
唯
詩
書
礼
楽
の
教
へ
矯
る

也
o
J
と
し
て
、
聖
人
は
詩
書
礼
楽
の
教
え
と
し
て
存
在
す
る
に
限
ら
れ
る
。
聖
人
の
称
は
「
其
の
時
正
に
制
作
の
秋
に
値
る
J

者
に

の
み
許
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

以
上
を
今
一
度
ま
と
め
て
み
る
と
、
「
聖
人
」
と
は
中
国
古
代
の
天
才
的
統
治
者
七
人
、
尭
・
舜
お
よ
び
馬
・
湯
・
文
王
・
武
王
・
周

公
の
七
人
の
先
王
の
こ
と
で
あ
り
、
道
H
先
王
の
道
は
彼
ら
に
よ
っ
て
人
為
的
に
設
定
さ
れ
た
政
治
の
方
法
で
あ
り
、
そ
れ
は
易
・
詩
・

書
・
礼
・
春
秋
の
六
経
に
記
録
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
聖
人
と
は
政
治
の
方
法
で
あ
る
「
道
」
の
設
定
者
た
る
、
こ
れ
ら
の
先
王
に
限

ら
れ
た
わ
け
で
あ
る
o
⑬
も
っ
と
も
、
孔
子
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
が
制
作
者
で
な
い
、
「
別
ち
生
ま
る
る
こ
と
時
に
遭
は
ず
し
て
制
作
の
任

に
当
る
こ
と
能
は
ず
D
J
で
あ
っ
た
が
、
当
時
、
先
王
の
道
は
廃
壊
己
に
極
ま
っ
て
い
た
。
そ
れ
を
孔
子
は
四
方
に
訪
求
し
、
整
理
し
、

正
し
た
。
も
し
孔
子
無
か
ら
し
め
ば
先
王
の
道
は
と
っ
く
の
昔
に
滅
亡
し
て
い
た
に
違
い
な
い
。
で
あ
る
か
ら
、
邪
説
異
教
の
徒
と
難
も
、

孔
子
を
聖
人
に
非
ず
と
云
う
者
は
無
か
っ
た
。
も
と
よ
り
自
分
は
聖
人
で
な
い
か
ら
孔
子
を
聖
人
だ
と
云
う
者
で
は
な
い
が
、
以
上
の
点

を
考
え
、
そ
の
徳
の
高
さ
を
思
い
、
か
つ
は
宰
我
や
子
貢
や
有
若
た
ち
が
孔
子
を
聖
人
と
称
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
「
故
に
且
く
諸

＠
 

れ
を
古
へ
の
作
者
に
比
し
、
聖
人
を
以
て
之
に
命
ず
る
の
み
。
」
と
ま
わ
り
道
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
孔
子
は
制
作
者
で
は
な
か
っ
た
け

れ
ど
も
、
そ
の
高
弟
た
ち
が
「
称
し
て
以
て
聖
人
と
鴬
す
者
は
、
麹
に
其
の
徳
を
以
て
す
る
の
み
な
ら
ず
、
亦
制
作
の
道
の
存
す
る
が
矯

の
故
也
o
J
と。

こ
う
し
て
、
孔
子
も
特
例
と
し
て
、
つ
ま
り
制
作
に
準
ず
る
事
を
な
し
た
者
と
し
て
加
え
ら
れ
た
「
聖
人
」
は
、
天
意
に
よ
る
道
の
制

作
者
な
り
と
は
、
祖
保
独
自
の
概
念
で
あ
り
、
そ
れ
が
朱
子
学
へ
の
対
抗
の
姿
勢
も
あ
る
が
、
も
う
一
つ
、
「
世
は
唐
・
虞
に
非
ず
、
人

②
 

は
聖
人
に
非
ず
、
必
ず
悪
多
し
。
」
と
す
る
、
む
し
ろ
悲
観
的
・
末
世
的
な
時
代
観
・
人
間
観
を
背
景
と
し
て
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
こ

れ
に
つ
い
て
は
以
下
に
見
て
行
く
こ
と
に
し
よ
う
。

け
れ
ど
も
、
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聖人は至る可からず

上
「
聖
」
第
三
則
・
日
本
思
想
大
系
一
一
一
八
、
六
七
頁
。

「
伏
義
」
は
八
卦
・
書
契
を
作
り
、
狩
漁
を
教
え
、
「
神
農
」
は
農
耕
・
交
易
・
薬
草
を
教
え
、
「
黄
帝
」
は
器
物
・
貨
幣
・
舟
車
・
衣
冠
・
城
道
を

作
っ
た
と
さ
れ
る
伝
説
上
の
太
古
の
天
子
た
ち
で
あ
る
。
こ
の
三
皇
は
礼
楽
を
制
作
し
た
わ
け
で
な
く
、
利
用
一
厚
生
の
道
を
立
て
た
。
そ
れ
に
次
ぐ

顕
項
・
帝
響
も
同
じ
で
あ
る
が
、
そ
の
立
て
た
「
道
は
万
古
に
亘
り
て
墜
ち
ず
、
民
、
日
に
之
を
用
ひ
」
る
と
こ
ろ
。
そ
し
て
、
礼
楽
の
制
作
は

尭
・
舜
以
下
と
な
る
。
「
論
語
」
（
憲
問
篇
・
三
九
）
に
「
作
者
七
人
」
と
あ
り
、
そ
の
解
釈
は
難
し
い
が
、
但
徳
は
こ
れ
を
礼
楽
の
作
者
と
解
し
（
弁

名
下
「
天
命
帝
鬼
神
」
第
八
則
日
本
思
想
大
系
羽
二
三
七
、
二
一
七
頁
）
、
尭
・
舜
・
再
・
湯
・
文
・
武
・
局
公
の
七
人
と
し
た
。
な
お
五
帝
と
は
黄

帝
・
頼
項
・
帝
響
・
尭
・
舜
の
五
名
で
あ
る
。

四
・
日
本
思
想
大
系
お
二

O
一
、
一
四
頁
。

下
「
文
質
体
用
本
末
」
第
一
則
・
日
本
思
想
大
系
却

下
「
天
命
帝
鬼
神
」
第
一
則
・
日
本
思
想
大
系
羽

〈注〉

⑤④③②①  ⑮⑭⑬⑫⑪⑮①③⑦⑥  

弁
道

五
・
日
本
思
想
大
系
羽

二
O
一、

一
五
頁
。

二
五
一
、

二
三
五
、

一コニムハ、

一
七
二
頁
。

一一一

O
頁。

二
三
頁
。

下
「
天
命
帝
鬼
神
」
第
八
則
・
日
本
思
想
大
系
羽

こ
の
聖
書
正
典
記
者
の
空
前
絶
後
性
に
つ
い
て
。
「
わ
れ
わ
れ
は
皆
あ
の
わ
れ
わ
れ
に
対
す
る
無
謬
の
教
師
（

E
Eロ
Z
－2
号。
EBω
）
と
し
て
、
神

答
問
書

中
・
全
集
第
一
巻

四
五
七
頁
。

弁
道

五
・
日
本
思
想
大
系

一
五
頁
。

二
O

弁
名

弁
道
弁
名
弁
名
向。同向弁

名

下
「
天
命
帝
鬼
神
」
第
四
則
・
日
本
思
想
大
系
羽

向。弁
名

二
三
七
、
一
二
七
頁
。
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の
確
固
た
る
命
令
（

2
2
0
ロ
巴
仏

2
5
Z）
に
よ
っ
て
遣
わ
さ
れ
た
使
徒
で
は
な
い
。
だ
か
ら
彼
ら
使
徒
た
ち
は
誤
り
え
な
い
が
、
わ
れ
わ
れ
は
誤

り
う
る
の
で
あ
る
し
、
ま
た
わ
れ
わ
れ
は
そ
の
よ
う
な
神
の
命
令
を
欠
く
ゆ
え
に
、
み
ず
か
ら
の
信
仰
に
お
い
て
偽
ら
れ
る
の
で
あ
る
」
（
冨
同
位
ロ

86 

zpqω
巧
q
Eいけ
Hb巳

ω＆
・
阿
闘
い
に
お
）
。
「
使
徒
と
そ
の
後
継
者
と
の
聞
に
は
次
の
よ
う
な
相
違
が
あ
る
。
使
徒
は
聖
霊
の
確
実
で
、
正
式
の
公

証
人
の
よ
う
な
も
の
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
彼
ら
の
書
い
た
も
の
は
神
の
託
宣
と
し
て
受
け
と
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
に
ひ
き
か
、
え

、

そ
の
後
継
者
た
ち
は
吋
盟

わ
け
で
忠
実
な
仕
h

え
人
た
ち
に
は
、
今
や
新
し
い
何
ら
か
の
教
義
を
で
っ
ち
あ
げ
る
権
利
は
残
さ
れ
て
い
ず
、
彼
ら
は
た
だ
神
が
例
外
な
し
に
す
べ

て
の
人
を
そ
の
下
に
置
き
た
も
う
た
教
理
に
単
純
に
依
存
す
べ
き
で
あ
る
」

G
o
g
h色
乱

P
E色
宮
院
。
・
L
〈
・
∞
・
ゆ
）
を
参
照
。

＠＠＠⑮⑮⑫⑮  

学
則
一
・
全
集
第
一
巻

三百円。

上
「
道
」
・
日
本
思
想
大
系
お

古
川
幸
次
郎
「
但
徳
学
案
」
・
日
本
思
想
大
系
羽

弁
名
上
「
聖
」
第
一
則
・
日
本
思
想
大
系
羽

二
一
七
、
六
回
頁
。

六
三

O
頁
参
照
。

二
一
七
、
六
三
頁
。

弁
名

二
一
、
四
五
頁
。

同同弁
道
九
・
日
本
思
想
大
系
お

二
O
三
、
二
一
頁
。

一
一
、
気
質
不
可
変

聖
人
不
可
至

①
 

そ
も
そ
も
、
朱
子
学
に
お
け
る
聖
人
の
概
念
は
、
「
浬
然
た
る
天
理
、
一
審
の
人
欲
の
私
無
き
」
人
で
あ
り
、
道
徳
の
完
成
者
と
考
え

ら
れ
て
い
た
こ
と
は
先
述
し
た
と
こ
ろ
で
、
土
台
か
ら
但
棟
の
聖
人
概
念
と
は
異
っ
て
い
た
。
し
か
も
、
万
人
は
、
聖
人
と
称
さ
れ
る
者

も
、
凡
人
と
云
わ
れ
る
者
も
、
本
来
、
e

素
質
に
お
い
て
は
ひ
と
し
い
と
す
る
人
間
観
に
立
つ
。
す
な
わ
ち
、
万
人
は
純
粋
な
本
性
H
理
を



内
在
さ
せ
て
お
り
、
た
だ
気
質
の
作
用
に
よ
っ
て
違
っ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
従
っ
て
人
た
る
者
は
誰
で
も
、
自
分
が
本
性
に
お
い
て
聖

人
に
ひ
と
し
い
こ
と
を
自
覚
し
、
聖
人
た
る
べ
し
と
い
う
ふ
う
に
、
道
徳
性
が
強
調
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

朱
子
自
身
語
る
。
「
某
十
数
才
ノ
時
、
孟
子
ノ
聖
人
モ
我
ト
類
ヲ
同
ジ
ク
ス
ル
者
ナ
リ
ト
云
ヘ
ル
ヲ
読
ミ
テ
、
申
告
ピ
云
ウ
ベ
カ
ラ
ズ
。

お

も

②

以
矯
ヘ
ラ
ク
聖
人
モ
亦
タ
倣
シ
易
カ
ラ
ン
ト
。
（
今
ハ
方
ニ
難
キ
コ
ト
ヲ
覚
得
ス
9
0

）
」
と
。
こ
こ
に
少
し
く
朱
子
学
の
理
気
説
を
見
て
お

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
も
と
も
と
朱
子
学
で
は
『
易
」
（
繋
辞
伝
）
の
言
葉
、
「
形
而
上
の
者
を
道
と
云
ひ
、
ー
形
而
下
の
者
を
器
と
謂

ふ
。
」
に
基
づ
い
て
、
形
而
上
の
道
を
以
て
現
象
の
根
拠
と
な
る
「
理
」
と
な
し
、
形
而
下
の
器
は
現
象
の
存
在
と
し
て
の
「
気
」
と
解

す
る
。

聖人は至る可からず

宇
宙
開
の
万
物
は
斉
一
な
方
向
に
運
動
し
て
お
り
、
そ
の
運
動
の
方
向
が
、
「
理
」
で
あ
る
。
そ
し
て
万
物
は
「
気
」
と
呼
ぶ
具
体
的

現
象
の
素
材
と
し
て
の
微
小
物
質
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
も
っ
と
も
「
気
」
の
結
合
が
千
差
万
別
の
た
め
、
万
象
は
そ
れ
ぞ
れ
異
る
わ

③
 

け
で
あ
る
。
古
代
ギ
リ
シ
ャ
の
多
元
論
哲
学
が
思
い
合
わ
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
「
気
」
の
あ
る
と
こ
ろ
に
「
理
」
が
あ
り
、
物
質
（
気
）

の
な
い
と
こ
ろ
に
道
（
理
）
は
働
か
な
い
。

人
間
も
ま
た
万
物
の
一
で
あ
る
か
ら
、
気
が
結
合
し
た
も
の
で
あ
る
。
思
考
か
ら
動
作
み
な
「
気
」
の
運
動
で
あ
る
。
し
か
し
、
「
気
」

の
結
合
の
仕
方
が
不
完
全
で
あ
る
の
を
整
理
し
て
、
完
好
な
結
合
に
近
づ
け
る
こ
と
が
な
さ
る
べ
き
で
、
そ
の
「
気
」
の
完
好
な
結
合
を

示
し
得
た
人
物
が
、
つ
ま
り
そ
の
運
動
が
完
全
に
「
理
」
で
あ
る
人
が
「
聖
人
」
と
呼
ば
れ
る
。
尭
・
舜
・
再
・
湯
・
文
王
・
武
王
・
周

公
た
ち
で
あ
る
。
と
は
云
え
、
彼
ら
も
同
じ
く
「
気
」
の
結
合
な
の
で
あ
る
か
ら
、
わ
れ
わ
れ
と
非
連
続
な
の
で
は
な
い
。
わ
れ
わ
れ
は

み
な
「
聖
人
」
た
り
う
る
わ
け
で
あ
る
。
人
み
な
よ
ろ
し
く
尭
舜
た
る
べ
し
な
の
で
あ
る
o
④

言
葉
を
換
え
て
云
え
ば
、
「
理
」
は
「
事
物
当
行
の
理
」
、
つ
ま
り
事
物
の
存
在
と
行
為
が
そ
れ
ぞ
れ
当
然
の
あ
り
方
を
な
し
て
行
く
原

理
な
い
し
法
別
で
あ
り
、
こ
れ
が
人
間
性
に
宿
っ
た
も
の
が
本
然
の
性
で
あ
り
、
純
粋
な
絶
対
善
と
さ
れ
る
。
こ
う
し
て
道
は
本
来
自
然

な
も
の
と
さ
れ
る
。
か
く
し
て
人
は
み
な
本
来
自
然
に
こ
の
「
本
然
の
性
」
を
宿
し
て
い
る
の
だ
が
、
欲
望
日
気
質
の
性
が
こ
れ
を
覆
つ

で
い
る
。
そ
こ
で
、
人
間
は
修
養
に
よ
っ
て
、
こ
の
道
を
探
究
し
、
理
解
し
、
さ
ら
に
実
践
し
て
、
自
己
の
心
を
浄
化
し
て
本
然
の
性
に

帰
る
こ
と
を
つ
と
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
が
実
現
さ
れ
た
暁
に
、
人
は
道
を
実
現
し
、
聖
人
と
な
る
こ
と
に
な
る
、
と
い
う
具
合
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で
あ
る
。

88 

で
は
、
つ
づ
い
て
朱
子
の
言
葉
を
幾
っ
か
見
て
お
こ
う
。
「
是
ノ
理
有
リ
テ
理
ノ
気
有
リ
、
是
ノ
気
有
リ
テ
財
チ
必
ズ
是
ノ
理
有
リ
、

但
シ
気
ノ
清
ヲ
菓
ク
ル
者
ハ
聖
ト
矯
リ
、
賢
ト
矯
ル
。
宝
珠
ノ
清
冷
水
ノ
中
ニ
在
カ
如
シ
。
其
ノ
気
ノ
濁
ナ
ル
者
ハ
愚
ト
矯
リ
不
肖
ト
矯

ル
。
珠
ノ
濁
水
ノ
中
ニ
在
ル
ガ
如
、
ン
D
J
で
あ
る
か
ら
、
「
而
今
ノ
緊
要
ハ
且
ク
聖
人
ト
ハ
是
レ
如
何
、
常
人
ト
ハ
是
レ
如
何
、
自
家
ハ

酎
ニ
因
リ
テ
カ
便
チ
聖
人
ニ
似
ザ
ル
、
甚
ニ
因
リ
テ
カ
使
チ
只
是
常
人
ナ
ル
コ
ト
ヲ
看
ヨ
。
此
ニ
就
キ
テ
理
会
シ
得
透
ラ
パ
、
自
ラ
凡
ヲ

⑥
 

超
て
聖
ニ
入
ル
可
シ
。
」
と
励
ま
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

も
と
よ
り
、
同
じ
人
間
で
も
素
質
の
違
い
が
あ
る
。
「
人
之
票
ク
ル
所
ニ
就
テ
一
吉
ハ
パ
昏
明
清
濁
之
異
有
リ
。
故
ニ
上
i
知
生
ー
知
之
資

ハ
是
れ
清
明
純
粋
ニ
シ
テ
一
章
ノ
昏
濁
無
シ
。
所
以
ニ
生
｜
知
安
行
ハ
学
ヲ
待
タ
ズ
シ
テ
能
ク
尭
舜
ノ
如
キ
也
。
其
ノ
次
ハ
則
生
｜
知
ニ
亜

グ
、
必
ズ
学
テ
後
知
リ
、
必
ズ
行
イ
テ
後
至
ル
。
又
其
ノ
次
ナ
ル
者
ハ
資
！
票
既
ニ
偏
、
又
蔽
ル
ル
所
有
リ
、
須
ラ
ク
是
れ
ヲ
痛
ミ
、
工

夫
ヲ
加
フ
ベ
シ
。
人
一
ス
レ
パ
己
百
シ
、
人
十
ス
レ
パ
己
千
シ
テ
、
然
ル
後
方
ニ
能
ク
亜
ギ
テ
生
知
ノ
者
一
一
及
ピ
、
進
ミ
一
ア
己
マ
ザ
ル
ニ

及
パ
パ
、
則
千
功
ヲ
成
ス
コ
ト
一
也
o
J

た
と
え
、
素
質
に
相
違
が
あ
ろ
う
と
も
、
聖
人
と
な
る
こ
と
を
つ
と
め
れ
ば
聖
人
た
り
う
る
の
で
あ
る
。
道
や
す
か
ら
ず
と
難
も
到
達

は
可
能
で
あ
り
、
ま
た
到
達
を
目
指
し
て
工
夫
精
進
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
「
人
須
ラ
ク
聖
賢
ヲ
以
テ
己
ガ
任
ト
矯
ス
ベ
シ
。
世
人
多
ク

聖
賢
ヲ
以
テ
高
シ
ト
矯
シ
テ
自
ラ
ヲ
視
テ
卑
ト
矯
ス
。
故
ニ
肯
ヘ
テ
進
マ
ズ
。
抑
々
知
ラ
ズ
聖
賢
ヲ
シ
テ
本
ヨ
リ
高
ク
シ
テ
己
ト
別
ニ
是

レ
一
様
ノ
人
タ
ラ
シ
メ
パ
、
則
チ
早
夜
孜
孜
タ
ル
モ
別
ニ
是
レ
分
外
ノ
事
ヲ
ナ
サ
ザ
ル
モ
亦
可
ナ
リ
。
之
ヲ
ス
ル
モ
亦
可
ナ
リ
。
然
レ
ド

モ
聖
賢
ノ
性
ヲ
菓
ク
ル
事
ハ
常
人
ト
一
同
ナ
リ
。
既
ニ
常
人
ト
一
同
ナ
ラ
パ
又
安
ン
ゾ
聖
賢
ヲ
以
テ
己
ガ
体
ト
セ
ザ
ル
コ
ト
ヲ
得
ン
ヤ
。

開
闘
ヨ
リ
以
来
、
多
少
ノ
人
ヲ
生
ズ
。
其
ノ
己
ヲ
尽
ク
ス
者
ヲ
求
ム
ル
ニ
千
万
人
ノ
中
ニ
一
一
一
無
シ
。
只
是
レ
ヲ
液
同
シ
テ
在
テ
一
世
ヲ

過
グ
D
J
あ
る
い
は
、
「
人
之
性
ハ
皆
善
ナ
リ
。
然
レ
ド
モ
生
マ
レ
下
リ
来
テ
善
ナ
ル
底
有
リ
。
生
マ
レ
下
リ
来
一
ア
便
チ
悪
ナ
ル
底
有
リ
。

此
レ
ハ
是
レ
気
富
市
同
ジ
カ
ラ
ズ
。
：
：
：
人
の
学
ヲ
矯
ス
ハ
却
テ
是
ノ
気
菓
ヲ
変
化
セ
ン
コ
ト
ヲ
要
ス
、
然
レ
ド
モ
極
メ
テ
変
化
シ
難
シ
。

孟
子
ノ
性
ハ
善
ナ
リ
ト
道
ヒ
テ
、
気
菓
ヲ
云
ワ
ザ
ル
ガ
如
キ
ハ
只
人
皆
以
テ
尭
舜
ト
矯
ル
可
キ
コ
ト
ヲ
云
フ
若
シ
。
勇
猛
一
ト
直
前
セ
パ
気

票
ノ
偏
ハ
自
ラ
消
エ
功
夫
自
ラ
成
ラ
ン
ロ
①
」
ま
た
、
「
論
詩
集
注
』
に
は
「
程
子
日
ク
、
学
ハ
以
テ
聖
人
ニ
至
ル
之
道
也
o
J
、
「
孟
子
集



聖人は至る可からず

注
」
に
も
、
「
性
ハ
人
ノ
天
ニ
宙
飛
ク
ル
所
、
以
テ
生
之
理
也
。
湾
然
ト
シ
テ
至
善
、
未
ダ
嘗
テ
悪
有
ラ
ズ
。
人
ト
尭
舜
ト
初
メ
少
シ
モ
異

ナ
ル
コ
ト
無
シ
。
但
シ
、
衆
人
私
欲
ニ
、
出
シ
テ
之
ヲ
失
フ
。
尭
舜
則
チ
私
欲
ノ
蔽
無
ク
シ
テ
能
ク
其
ノ
性
ヲ
充
タ
ス
ノ
ミ
。
：
：
：
聖
人
学

ピ
テ
至
ル
可
シ
o
J
と
同
じ
く
述
べ
て
い
る
。

な
お
、
ち
な
み
に
伊
藤
仁
斎
の
場
合
は
、
朱
子
の
云
う
「
理
」
の
哲
学
に
対
し
、
道
は
も
っ
と
日
常
的
・
具
体
的
な
も
の
、
す
な
わ
ち

仁
義
札
智
と
い
っ
た
実
践
的
な
道
徳
法
則
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
素
質
は
本
性
と
し
て
万
人
に
ひ
と
し
く
内
在
し
て
い
る
と
す
る
点
に
お

い
て
、
朱
子
学
と
同
様
、
天
地
自
然
之
道
、
つ
ま
り
自
然
法
的
な
立
場
に
止
ま
っ
た
。
し
か
し
、
祖
僚
は
こ
れ
を
打
ち
破
り
、
聖
人
作
為

説
を
唱
え
て
、
道
は
主
観
的
・
内
在
的
な
も
の
で
な
く
、
外
在
的
・
客
観
的
な
も
の
と
す
る
の
で
、
風
景
は
一
変
す
る
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
但
俸
に
お
け
る
「
聖
人
」
は
、
道
徳
的
完
成
者
と
か
］
万
人
の
目
指
す
べ
き
完
全
な
人
格
と
云
っ
た
も
の
か
ら
外
れ
て
、
な

ん
と
礼
楽
刑
政
と
い
う
安
民
の
道
の
制
作
規
定
者
と
い
う
全
く
基
礎
を
異
に
し
た
概
念
に
移
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し

て
、
聖
人
た
る
者
は
、
す
で
に
完
結
し
た
一
定
の
政
治
方
策
の
制
作
者
で
あ
っ
た
先
王
尭
舜
以
下
の
特
定
人
数
に
限
定
さ
れ
、
以
後
は
い

か
な
る
者
も
こ
れ
に
あ
ず
か
る
こ
と
は
無
い
。
余
人
と
聖
人
と
の
聞
に
は
歴
然
た
る
断
絶
が
引
か
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
万
人
の

理
想
と
す
べ
き
完
徳
者
で
あ
っ
た
聖
人
像
は
、
万
人
の
守
る
べ
き
規
範
の
制
作
者
と
変
り
、
儒
者
の
っ
と
め
は
完
徳
聖
人
た
る
こ
と
で
な

⑫
 

く
、
「
唯
古
聖
人
の
書
を
守
り
て
、
以
て
後
世
に
詔
げ
ば
其
れ
斯
れ
可
也
。
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
「
聖
人
の
教
に
は
聖
人
に
な
れ
と
申

候
事
は
無
之
候
。
聖
人
の
教
に
順
ひ
て
君
子
に
な
り
候
事
に
候
。
宋
儒
の
説
は
働
法
に
而
悌
に
な
り
候
と
申
候
を
能
事
と
存
じ
、
其
真
似

⑬
 

を
い
た
し
た
る
事
に
て
候
。
」
と
い
う
ふ
う
に
、
聖
人
に
成
る
と
い
う
法
は
備
に
成
る
と
い
う
備
法
の
真
似
事
で
あ
り
、
儒
者
の
業
は
聖

人
の
童
闘
を
守
り
、
教
に
順
っ
て
君
子
に
な
る
事
と
展
開
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

と
も
か
く
、
祖
僚
に
い
た
っ
て
、
「
聖
人
」
の
概
念
は
土
台
違
う
こ
と
と
な
り
、
従
っ
て
儒
者
の
任
務
と
す
る
と
こ
ろ
も
意
外
な
方
向
に

改
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
単
に
「
定
義
」
の
相
異
と
し
て
片
づ
け
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
但
徳
を
し
て
「
定
義
」
を
変
え
し
め

た
動
機
、
い
や
祖
伯
仲
か
ら
す
れ
ば
宋
学
者
ら
の
方
に
こ
そ
本
来
の
聖
人
日
制
作
者
の
教
え
を
聖
人
H
完
徳
者
H
万
人
の
理
想
と

υ
改
悪
H

し
た
、
そ
も
そ
も
の
動
機
が
あ
っ
た
わ
け
で
あ
り
、
そ
の
動
機
は
倍
倣
で
あ
り
、
迷
妄
で
あ
る
と
追
及
す
る
の
で
あ
る
。
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ω窮
理
之
失

必
至
一
二
於
廃
車
人
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そ
の
宋
儒
偏
向
の
失
の
第
一
は
、
さ
き
に
見
た
ご
と
く
、
理
に
立
つ
が
た
め
、
天
の
不
可
測
至
尊
な
る
こ
と
を
わ
き
ま
え
ず
、
こ
れ
を

畏
敬
せ
ず
、
人
間
の
認
識
範
囲
を
無
限
に
押
し
拡
め
よ
う
と
す
る
慢
心
で
あ
っ
た
と
す
る
。
「
理
を
以
て
第
一
義
と
矯
し
、
其
の
意
に
謂

へ
ら
く
、
聖
人
の
道
は
唯
理
の
み
以
て
之
を
尽
す
に
足
れ
り
と
。
此
れ
其
の
見
る
所
に
し
て
天
は
即
ち
理
也
と
臼
ふ
を
以
て
す
れ
ば
、
則

ち
宜
し
く
以
て
其
の
天
を
尊
ぶ
の
至
り
と
矯
す
可
き
が
若
く
な
る
可
し
。
然
れ
ど
も
理
は
諸
れ
を
其
の
臆
に
取
り
て
、
別
ち
亦
天
は
我
れ

之
れ
を
知
る
と
日
ふ
。
量
不
敬
の
甚
だ
し
き
に
非
ざ
ら
ん
や
。
故
に
其
の
説
を
究
む
れ
ば
、
必
ず
天
道
無
知
に
至
り
て
極
ま
る
o
J
カ
ン

ト
の
「
先
験
的
弁
証
論
」
（
可

g
ω
8
E
S
Bぽ
虫
色
。

E
W）
を
思
わ
せ
る
論
旨
で
は
な
い
か
。
そ
の
借
越
に
気
づ
か
ぬ
が
ゆ
え
に
、
「
諸
老

先
生
、
聖
知
自
ら
処
り
、
天
を
知
る
を
以
て
自
負
す
る
。
故
に
喜
び
て
精
微
の
理
、
古
へ
の
聖
人
の
云
は
ざ
る
所
の
者
を
云
ふ
。
道
に
一
民

⑬
 

る
の
甚
だ
し
き
者
と
謂
ふ
可
き
の
み
。
」
、
「
大
民
後
世
の
君
子
、
既
己
に
倣
然
と
し
て
聖
人
潟
ら
ん
こ
と
を
求
む
、
亦
復
た
古
文
辞
を
知

⑮
 

ら
ず
、
古
書
を
読
む
こ
と
能
は
ず
、
皆
遷
就
し
て
以
て
己
れ
に
従
ふ
の
故
な
る
の
み
。
学
者
諸
れ
を
思
へ
。
」
と
但
俸
は
難
ず
る
の
で
あ

る。
さ
ら
に
、
宋
儒
は
理
を
以
て
第
一
義
と
し
、
理
を
窮
め
ん
と
自
負
す
る
の
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
そ
れ
を
な
し
う
る
は
た
だ
聖
人
の
み
と

い
う
こ
と
を
わ
き
ま
え
な
い
。
「
理
は
有
く
も
、
之
を
窮
め
ざ
れ
ば
、
別
ち
能
く
得
て
一
に
す
る
こ
と
莫
し
。
然
れ
ど
も
天
下
の
理
、
量
窮

め
尽
く
す
可
け
ん
や
。
惟
聖
人
の
み
能
く
我
れ
の
性
を
尽
く
し
、
能
く
人
の
性
を
尽
く
し
、
能
く
物
の
性
を
尽
く
し
て
、
天
地
と
其
の
徳

を
合
す
。
故
に
惟
聖
人
の
み
能
く
理
を
窮
め
て
之
が
極
を
立
つ
る
こ
と
あ
り
。
礼
と
義
と
是
れ
也
。
故
に
説
卦
に
所
謂
る
「
理
を
窮
む
』

と
は
、
聖
人
の
事
に
し
て
、
凡
人
の
能
く
せ
ざ
る
所
也
4
故
に
先
王
・
孔
子
の
道
は
義
を
云
ひ
て
、
理
を
云
は
ず
。
是
れ
量
理
を
廃
せ
ん

や
。
荷
く
も
能
く
先
王
の
義
を
執
り
て
以
て
其
の
理
を
推
さ
ば
、
期
ち
見
る
所
に
定
準
有
り
て
、
理
の
得
ら
る
る
が
故
也
o
J
と
。
先
王

や
孔
子
の
道
で
、
「
義
」
は
云
っ
て
も
「
理
」
を
云
わ
な
か
っ
た
の
は
、
何
も
「
理
」
を
廃
し
た
か
ら
で
は
な
い
。
た
だ
、
先
王
の
「
義
」

を
守
り
、
そ
の
道
理
を
推
し
て
考
え
れ
ば
定
準
、
つ
ま
り
法
則
が
出
て
来
て
、
「
理
」
も
得
ら
れ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

そ
れ
を
わ
き
ま
え
ず
に
「
理
」
を
吹
聴
す
る
の
は
、
「
老
荘
の
徒
、
盛
ん
に
理
を
云
ふ
者
は
、
先
王
の
道
を
廃
す
る
が
故
也
o
J
と
断
ぜ



ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

も
っ
と
も
、
老
荘
の
徒
が
理
を
云
っ
て
、
先
王
の
道
を
捨
て
る
の
は
、
「
自
然
を
貴
ぶ
」
か
ら
で
あ
る
が
、
孟
子
の
場
合
は
弁
を
好
む

か
ら
で
、
つ
い
先
王
・
孔
子
の
云
わ
ざ
る
所
を
云
い
出
し
て
、
人
に
わ
か
ら
せ
よ
う
と
し
た
か
ら
で
あ
っ
た
、
と
す
る
。
そ
れ
で
も
、
孟

子
は
、
ま
だ
「
理
義
」
と
云
っ
て
（
告
子
上
篇
）
、
理
を
義
と
連
言
し
て
い
る
の
は
、
な
お
孔
子
の
余
薫
が
残
っ
て
い
た
こ
と
を
物
語
る

の
で
あ
る
が
、
「
宋
の
諸
老
先
生
に
至
る
に
及
び
て
は
、
千
載
の
後
に
生
れ
て
、
其
の
志
を
操
る
の
鋭
き
こ
と
、
直
ち
に
聖
人
潟
ら
ん
こ

⑬
 

と
を
求
め
て
、
其
の
道
を
得
、
ざ
る
也
。
」
と
な
る
。
と
い
う
の
も
、
読
み
や
す
い
「
孟
子
」
を
喜
ん
で
、
勝
手
に
お
の
れ
の
心
に
求
め
た

＠
 

か
ら
で
あ
っ
て
、
こ
れ
は
「
其
の
理
を
以
て
第
一
義
と
矯
す
者
は
、
勢
の
必
ず
至
る
所
」
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。

し
か
も
、
こ
こ
に
組
徳
の
実
学
風
を
あ
ら
わ
し
て
興
味
あ
る
宋
学
批
判
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
宋
学
に
よ
れ
ば
、
理
は
事
物
の
す
べ
て

に
存
在
し
て
お
り
、
そ
れ
ゆ
え
に
理
は
繊
細
な
も
の
で
あ
る
の
だ
が
、
宋
儒
は
「
其
の
細
を
合
し
て
大
を
成
す
可
し
」
と
考
え
る
わ
け
で
、

一
鉢
づ
っ
重
さ
を
は
か
り
、
一
す
づ
っ
長
さ
を
は
か
つ
て
行
け
ば
、
ど
こ
ま
で
も
測
っ
て
行
け
る
と
す
る
。
し
か
し
、
実
際
は
そ
う
は
い

か
な
い
。
一
鉢
づ
っ
重
さ
を
は
か
っ
て
い
っ
て
も
、
そ
の
万
倍
の
鈎
ま
で
く
れ
ば
狂
っ
て
い
る
。
一
す
づ
っ
長
さ
を
測
っ
て
も
、
や
は
り

百
倍
の
丈
ま
で
来
る
う
ち
に
は
違
っ
て
し
ま
う
。
こ
の
よ
う
に
、
凡
人
の
見
る
と
こ
ろ
は
小
さ
い
。
そ
れ
に
対
し
て
聖
人
の
見
る
と
こ
ろ

は
大
き
い
。
大
き
い
が
ゆ
え
に
、
小
さ
い
も
の
も
見
落
と
さ
れ
な
い
。
そ
こ
が
聖
人
に
及
、
び
も
つ
か
な
い
ゆ
え
ん
な
の
だ
、
と
。

従
っ
て
、
「
人
有
く
も
聖
人
の
教
へ
に
循
ひ
て
、
其
の
大
な
る
者
を
得
れ
ば
、
別
ち
小
な
る
者
は
白
か
ら
失
は
れ
ず
、
其
の
或
ひ
は
之

＠
 

を
失
ふ
と
難
も
、
亦
大
害
無
し
。
何
と
な
れ
ば
則
ち
其
の
大
な
る
者
を
失
は
ざ
る
が
故
也
。
」
つ
ま
り
、
聖
人
の
教
に
従
っ
て
大
い
な
る

も
の
を
得
れ
ば
、
小
さ
い
も
の
も
失
わ
れ
な
い
の
で
あ
り
、
あ
る
い
は
失
っ
た
と
し
て
も
、
大
き
い
も
の
は
失
わ
な
い
の
だ
と
す
る
。
そ

し
て
、
そ
の
「
大
な
る
者
」
と
は
、
と
し
て
、
「
大
な
る
者
と
は
何
ぞ
や
。
札
と
義
と
是
れ
也
。
聖
人
の
立
つ
る
所
の
極
也
。
宋
儒
の
理

②
 

を
尚
ぶ
や
、
其
の
究
、
聖
人
を
師
と
せ
ず
し
て
自
ら
用
ふ
る
に
帰
す
。
是
れ
其
の
失
す
る
所
以
也
。
」
と
な
る
の
で
あ
る
。

も
っ
と
も
、
宋
儒
は
云
う
、
「
礼
義
な
る
者
は
誠
に
聖
人
の
立
つ
る
所
也
。
然
れ
ど
も
有
く
も
聖
人
の
札
義
を
立
て
し
所
以
の
理
を
知

ら
ず
し
て
、
徒
ら
に
其
の
所
謂
る
礼
義
な
る
者
を
守
ら
ば
、
則
ち
非
礼
の
礼
、
非
義
の
義
の
由
り
て
生
ず
る
所
な
り
o
J
と
。
だ
か
ら
、

窮
理
を
務
め
る
の
だ
、
と
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
は
聖
人
に
勝
っ
て
、
聖
人
の
上
に
立
と
う
と
す
る
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
聖
人
の

聖人は至る可からず
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教
に
循
わ
ず
、
聖
人
の
心
を
つ
か
も
う
と
す
る
借
越
で
あ
る
。
い
っ
た
い
聖
人
の
教
え
は
詩
書
礼
楽
で
あ
り
、
こ
れ
を
習
熟
・
黙
識
し
て

＠
 

こ
そ
、
聖
人
が
礼
義
を
立
て
た
所
以
の
理
も
見
ぬ
け
る
と
は
前
に
も
見
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
れ
に
、
人
の
知
能
は
そ
こ
ま
で
行
き
つ

け
る
も
の
も
あ
れ
ば
、
行
き
つ
け
な
い
も
の
も
あ
る
。
孔
子
も
「
民
は
之
に
由
ら
し
む
可
き
も
、
之
を
知
ら
し
む
可
か
ら
ず
o
」
（
泰
伯
篇
）

と
云
っ
て
い
る
で
は
な
い
か
。
「
是
れ
聖
人
と
難
も
、
亦
皆
は
知
ら
し
む
る
こ
と
能
は
ざ
る
や
。
今
、
必
ず
学
者
を
し
て
先
づ
其
の
理
を

知
り
て
而
る
後
に
之
を
行
は
し
め
ん
と
欲
す
れ
ば
、
則
ち
亦
学
者
を
し
て
人
ご
と
に
各
々
聖
人
の
権
を
操
ら
し
め
ん
と
欲
す
る
也
。
是
れ

安
ん
ぞ
わ
の
聖
人
を
用
ひ
ん
や
。
故
に
窮
理
の
失
は
、
必
ず
聖
人
を
廃
す
る
に
至
る
也
o
J

し
か
も
、
但
僚
の
糾
明
は
執
劫
で
、
窮
理
窮
理
と
云
う
者
は
実
践
を
お
ろ
そ
か
に
し
て
、
認
識
に
の
み
走
る
の
徒
と
冷
評
す
る
。
「
紙
嘘

は
之
を
行
ふ
を
主
と
し
、
理
は
之
を
見
る
を
主
と
す
。
老
・
荘
及
び
宋
儒
は
皆
其
の
見
る
所
を
主
と
す
。
故
に
理
を
云
ふ
を
喜
ぶ
の
み
〕

と
。
「
朱
子
流
ノ
理
学
、
又
大
キ
ナ
ル
害
也
。
聖
人
ノ
道
ハ
理
ヲ
説
カ
ズ
、
皆
ワ
ザ
ニ
理
ヲ
モ
タ
セ
置
タ
ル
モ
ノ
ナ
ル
ヲ
、
其
ワ
ザ
ヲ
ス

テ
＼
理
パ
カ
リ
取
用
ル
J

と
。
以
上
、
但
僚
の
見
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
聖
人
の
概
念
が
本
来
の
礼
楽
の
制
作
者
と
い
う
概
念
か
ら

後
世
の
儒
者
が
逸
れ
て
乱
れ
た
の
は
、
お
の
れ
の
知
の
限
界
を
わ
き
ま
え
ず
、
空
理
空
論
に
走
っ
て
、
「
痴
人
の
夢
」
を
説
く
ゆ
え
と
摘

発
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

ω気
質
可
レ
変
乎

人
欲
可
レ
尽
乎

だ
が
、
こ
こ
に
第
二
の
失
が
あ
る
。
そ
れ
は
宋
儒
が
拠
っ
て
以
て
立
つ
「
気
質
変
化
の
説
で
あ
る
。
そ
の
朱
子
の
説
を
祖
徳
は
概
括
し

て
述
べ
る
。
「
今
、
宋
儒
の
説
に
日
く
、
聖
人
の
心
は
、
津
然
た
る
天
理
、
人
の
性
、
其
の
初
は
皆
聖
人
と
一
な
り
実
。
但
だ
気
質
人
欲

の
害
す
る
所
と
震
れ
ば
、
則
ち
知
愚
賢
不
肖
の
差
有
り
。
故
に
必
ず
徐
有
る
を
裁
し
て
足
ら
ざ
る
を
補
ひ
、
其
の
気
質
を
変
化
し
以
て
中

和
之
徳
を
成
し
て
、
其
の
初
に
復
る
と
薦
。
J

先
き
に
あ
げ
た
朱
子
語
類
に
お
け
る
朱
子
自
身
の
文
一
一
一
一
口
に
照
ら
し
て
、
担
保
の
概
括
は
正

し
い
。
こ
の
よ
う
に
、
宋
儒
が
「
気
質
の
性
」
を
変
化
し
て
、
「
本
然
の
性
」
に
か
え
る
、
つ
ま
り
気
質
を
変
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

人
欲
を
滅
し
、
天
理
に
復
し
て
聖
人
と
な
る
と
説
い
て
い
た
の
に
対
し
て
、
気
質
は
決
し
て
変
化
せ
ず
と
反
対
し
、
ゆ
え
に
聖
人
た
り
え
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に
淵
源
す
。
先
王
・
孔
子

聖人は至る可からず

ず
、
と
断
ず
る
の
で
あ
る
。
「
気
質
を
変
化
す
る
と
は
、
宋
儒
の
造
る
と
こ
ろ
、
中
庸
（
朱
子
「
中
庸
章
句
」
）

の
道
に
無
き
と
こ
ろ
也
o
j
と。

そ
し
て
、
気
質
不
変
化
を
総
説
し
て
云
う
。
「
石
膏
」
は
火
で
焼
き
、
「
附
子
」
す
な
わ
ち
鳥
兜
は
高
温
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
灰

に
埋
め
て
焼
く
。
し
か
し
石
膏
は
火
で
焼
い
て
も
冷
い
性
質
は
損
せ
ず
、
附
子
は
灰
に
埋
め
て
炊
い
て
も
、
そ
の
大
い
に
熱
い
性
質
を
減

＠
 

じ
な
い
。
「
故
に
気
質
を
変
化
す
る
の
説
の
非
な
る
を
知
る
。
」
と
。
こ
れ
を
今
少
し
詳
し
く
聴
く
な
ら
ば
、
「
性
と
は
生
の
質
也
。
宋
儒

の
所
謂
る
気
質
な
る
者
、
是
れ
也
。
其
の
性
に
本
然
有
り
、
気
質
有
り
と
謂
ふ
者
は
、
蓋
し
学
問
の
矯
の
故
に
鷲
れ
を
設
く
。
亦
孟
子
を

お
も

誤
読
し
て
、
人
の
性
は
皆
聖
人
と
異
な
ら
ず
、
其
の
異
な
る
所
の
者
は
気
質
な
る
の
み
と
謂
ひ
、
逆
に
気
質
を
変
化
し
て
以
て
聖
人
に
至

ら
ん
と
欲
す
o
J
こ
の
う
ち
、
「
孟
子
を
誤
読
し
て
」
と
い
う
の
は
、
宋
儒
や
仁
斎
が
孟
子
の
性
善
を
も
っ
て
、
万
人
ひ
と
し
く
善
性
を

備
え
て
い
る
も
の
と
解
し
た
の
が
誤
読
で
あ
り
、
孟
子
の
真
意
は
仁
義
が
性
に
本
づ
く
こ
と
を
云
っ
た
も
の
で
あ
る
と
但
徳
が
解
し
て
い

る
か
ら
で
あ
る
。

そ
れ
は
と
も
か
く
、
朱
子
学
で
は
本
然
の
性
は
「
理
」
そ
の
も
の
で
あ
り
、
完
全
な
善
と
し
て
万
人
に
備
わ
っ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、

現
実
的
に
は
「
気
」
の
物
質
性
に
蔽
わ
れ
、
隠
さ
れ
て
お
り
、
善
悪
の
混
じ
た
「
気
質
の
性
」
と
し
て
存
在
し
て
い
る
と
さ
れ
る
。
こ
れ

に
対
し
て
、
担
保
は
朱
子
学
の
云
、
っ
「
本
然
の
性
」
を
否
定
し
、
現
実
態
と
し
て
の
「
気
質
の
性
」
の
み
を
認
め
る
。
朱
子
学
で
い
う
「
気

質
」
こ
そ
実
は
そ
の
ま
ま
本
性
で
あ
る
と
す
る
。
朱
子
学
の
「
本
然
の
性
」
な
る
も
の
は
便
宜
上
押
し
立
て
ら
れ
た
妄
説
で
あ
る
と
し
て
、

「
若
し
唯
本
然
の
み
に
し
て
気
質
無
か
ら
し
む
れ
ば
、
則
ち
人
人
聖
人
な
り
。
何
ぞ
学
問
を
用
ひ
ん
。
又
若
し
唯
気
質
の
み
に
し
て
本
然

の
性
無
か
ら
し
む
れ
ば
、
則
ち
学
ぶ
と
難
も
益
無
し
。
何
ぞ
、
学
問
を
用
ひ
ん
。
是
れ
宋
儒
の
本
然
気
質
の
性
を
立
つ
所
以
の
音
山
也
。
」

と
論
じ
て
捨
て
る
の
で
あ
る
。

こ
う
し
て
、
「
気
質
の
性
」
は
、
本
来
日
標
と
す
べ
く
、
そ
れ
に
向
か
っ
て
変
る
べ
き
「
本
然
の
性
」
を
失
っ
て
変
化
せ
ず
と
な
る
。

つ
ま
り
、
但
伯
仲
学
に
お
け
る
人
間
は
朱
子
学
で
云
う
「
気
」
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
「
性
と
は
生
の
質
也
。
宋
儒
の
所

＠
 

謂
る
気
質
な
る
者
、
是
れ
也
。
」
と
。
こ
う
し
て
、
い
わ
ば
、
「
気
」
だ
け
か
ら
成
る
担
保
学
的
人
聞
は
、
「
善
に
羽
田
へ
ば
則
ち
善
、
悪
に

習
へ
ば
則
ち
悪
」
と
な
る
ゆ
え
、
「
聖
人
は
人
の
性
九
斡
ひ
て
以
て
教
へ
を
建
て
、
学
び
て
以
て
之
を
習
は
し
む
o
J
な
の
で
あ
る
。
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今
や
、
内
か
ら
の
規
則
を
捨
て
た
但
徳
学
的
人
間
に
は
、
外
的
な
規
範
が
必
要
と
さ
れ
る
。
外
か
ら
の
意
味
づ
け
、
限
定
が
必
要
と
さ

れ
る
こ
と
に
な
る
。
外
的
規
範
な
く
し
て
、
内
に
は
倫
理
的
志
向
を
有
し
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
外
的
規
範
こ
そ
は
札
楽

刑
政
な
の
で
あ
り
、
そ
れ
を
天
意
に
よ
っ
て
制
作
し
た
聖
人
の
独
自
の
レ
ゾ
ン
・
デ

i
ト
ル
が
俄
然
と
し
て
浮
か
ぴ
上
る
次
第
で
あ
る
。

こ
の
聖
人
の
制
定
に
な
る
礼
楽
な
く
し
て
、
人
間
に
秩
序
な
く
、
烏
合
の
衆
で
あ
る
ば
か
り
と
な
る
。
ベ
シ
ミ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
人
間
観
で

あ
る
。
ま
た
、
朱
子
学
な
い
し
仁
斎
学
の
庁
内
在
的
H

な
道
か
ら
但
僚
の

ο
外
在
的
H

な
道
へ
の
移
転
は
、
カ
ン
ト
の

B
R益
広
門
の
立

⑧
 

場
か
ら
へ

1
ゲ
ル
の
盟
注
目
。

F
Z昨
の
立
場
へ
の
転
換
に
擬
さ
れ
る
所
以
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
気
質
の
性
を
変
化
し
て
、
本
然
の

性
に
か
え
る
こ
と
に
よ
り
、
人
は
み
な
聖
人
に
な
る
と
い
う
朱
子
学
的
人
間
観
・
聖
人
観
は
退
け
ら
れ
る
。
「
故
に
気
質
は
変
ず
可
か
ら

ず
、
聖
人
は
至
る
可
か
ら
ず
o
J
と。

た
だ
し
、
気
質
の
「
質
」
的
変
化
（
但
徳
用
語
で
は
「
変
」
）
の
可
能
性
を
認
め
な
か
っ
た
但
俸
は
、
習
慣
に
よ
る
気
質
の
「
量
」
的
移

行
（
祖
徳
用
語
で
は
「
移
」
）
は
認
め
る
口
そ
し
て
、
こ
の
気
質
の
移
（
量
的
変
化
）
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
も
の
が
狙
徳
に
お
け
る
「
徳
」

な
の
で
あ
る
。
「
徳
と
は
得
也
。
人
各
々
道
に
得
る
所
有
る
を
謂
ふ
也
。
或
ひ
は
諸
れ
を
性
に
得
、
或
ひ
は
諸
れ
を
学
に
得
る
は
、
皆
性

⑧
 

の
殊
な
る
を
以
て
な
り
。
性
は
人
人
殊
な
る
。
故
に
得
も
亦
人
人
殊
な
る
。
」
と
し
て
、
人
の
性
が
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
よ
う
に
、
人
の
徳

と
す
る
と
こ
ろ
も
異
な
る
。
だ
か
ら
「
聖
人
、
人
の
性
に
率
ひ
て
以
て
教
へ
を
建
て
、
学
び
て
以
て
之
を
習
は
し
む
。
其
の
徳
を
成
す
に

及
び
て
や
、
剛
柔
軽
重
、
遅
疾
動
静
は
、
亦
各
々
其
の
性
に
随
ひ
て
殊
な
る
。
唯
下
愚
は
移
ら
ず
。
故
に
日
く
「
民
は
之
に
由
ら
し
む
べ

し
、
之
を
知
ら
し
む
可
か
ら
ず
』
と
。
故
に
気
質
は
変
ず
べ
か
ら
ず
、
聖
人
は
至
る
べ
か
ら
ず
。
⑧
」
な
の
で
あ
る
。

そ
の
例
と
し
て
、
先
王
の
教
え
る
礼
楽
は
、
和
風
甘
雨
が
万
物
を
長
養
し
、
万
物
の
品
が
異
っ
て
い
て
も
、
そ
の
養
を
得
て
、
育
つ
よ

う
な
も
の
で
あ
る
。
竹
は
竹
と
な
り
、
木
は
木
と
な
り
、
草
は
草
と
な
り
、
穀
物
は
穀
物
と
な
る
。
竹
・
木
・
草
の
気
質
は
不
変
で
あ
り
、

竹
が
木
に
変
っ
た
り
、
草
が
竹
に
な
っ
た
り
は
し
な
い
。
そ
れ
で
い
て
、
そ
れ
な
り
に
完
成
す
る
と
各
種
の
用
途
に
応
じ
て
、
住
居
や
衣

服
や
飲
食
の
材
と
な
る
。
こ
れ
が
逆
に
、
悪
に
見
な
ら
う
と
悪
に
な
る
。
米
の
養
育
を
ま
ち
が
え
る
と
殻
ば
か
り
の
枇
米
と
な
っ
て
し
ま

う
。
ち
ょ
う
ど
人
間
も
先
王
の
教
に
よ
り
、
善
に
見
習
っ
て
善
に
な
り
、
才
能
を
完
成
し
て
、
各
人
各
様
の
徳
を
得
る
こ
と
に
よ
り
、
朝

廷
の
六
官
と
か
九
官
と
か
の
職
務
に
つ
き
、
臆
分
の
役
目
を
果
た
す
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
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こ
う
し
た
気
脈
を
わ
き
ま
え
ず
、
「
宋
儒
は
聖
人
の
教
に
循
は
ず
し
て
、
妄
意
も
て
聖
人
矯
ら
ん
こ
と
を
求
む
。
又
先
王
の
教
へ
の
妙

を
知
ら
ず
、
乃
ち
諸
れ
を
其
の
臆
に
取
り
て
、
持
敬
窮
理
天
理
を
拡
め
て
人
欲
を
去
る
の
種
々
の
工
夫
を
造
作
し
て
、
遂
に
以
て
其
の
本

＠
 

然
気
質
の
説
を
立
つ
る
の
み
。
」
と
断
ぜ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
「
習
善
而
善
」
・
「
習
悪
而
悪
」
と
い
う
公
式
は
、
人
は
外
的
規
範
に

よ
っ
て
規
定
づ
け
ら
れ
る
べ
き
者
と
す
る
但
徳
の
人
間
観
を
表
明
す
る
も
の
で
あ
り
、
性
善
と
も
性
悪
と
も
し
な
い
但
徳
の
人
性
論
を
語

っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
次
第
で
あ
る
か
ら
、
人
は
ど
ん
な
学
問
を
す
る
か
に
よ
っ
て
、
善
と
も
な
れ
ば
悪
と
も
な
る
と
云
う
こ
と
に
な

る
。
「
人
柄
の
能
き
人
も
学
聞
い
た
し
候
へ
ば
人
柄
悪
敷
成
候
事
多
く
御
座
候
は
、
皆
朱
子
流
理
学
の
害
に
て
御
座
候
。
通
鑑
網
目
を
見

候
得
ば
、
古
今
の
関
気
に
入
候
人
一
人
も
無
之
な
り
申
候
。
此
見
解
に
て
今
世
の
人
を
見
候
故
、
人
柄
悪
敷
成
候
事
こ
と
は
り
に
候
o
J

と
。
但
俸
の
自
由
自
在
で
あ
る
。

以
上
、
朱
子
学
が
、
「
人
生
ま
る
る
の
初
め
は
聖
人
と
殊
な
ら
ず
、
紙
気
質
人
欲
に
鋼
が
れ
て
仁
乃
ち
全
か
ら
ず
。
学
成
り
て
人
欲
の

尽
き
気
質
の
化
す
る
に
及
ぶ
」
と
す
る
の
に
対
し
て
、
祖
棟
は
「
気
質
は
変
ふ
可
け
ん
や
、
人
欲
は
尽
く
す
可
け
ん
や
。
：
：
：
皆
臨
時
に
其

＠
 

の
理
を
云
ひ
て
未
だ
夫
の
道
を
賭
ざ
る
の
失
」
と
喝
破
し
て
、
人
聖
人
に
至
ら
ず
と
明
言
し
た
の
で
あ
る
。

※
本
稿
は
「
荻
生
但
抹
に
お
け
る
聖
人
の
概
念
」
の
〈
中
篇
〉
に
あ
た
り
、
次
の
〈
後
篇
〉
を
以
て
完
結
す
る
。

〈注〉

聖人は至る可からず

③②①  

丁
「
其
十
数
才
時
」
。

弁
道
二
・
日
本
思
想
大
系
お

二
O
四
、
一
一
二
頁
。

朱
子
一
詰
類
大
全
巻
一

O
四
・
（
安
政
重
惰
風
月
堂
、
嵩
高
堂
版
）

エ
ン
ベ
ド
ク
レ
ス
（
B
C
四
九
0
1
四一二
O
）
は
世
界
が
地
・
水
・
火
・
風
の
異
質
な
四
根
が
愛
・
憎
二
力
よ
っ
て
混
合
・
分
離
す
る
と
し
、
ア
ナ

ク
サ
ゴ
ラ
ス
（
B
C
五
0
0
1
四
二
八
）
は
無
数
の
異
質
な
種
子
が
精
神
に
よ
っ
て
混
合
・
分
離
す
る
と
し
、
デ
モ
ク
リ
ト
ス
（
B
C
四
六
0
1
三

七
O
）
は
そ
の
質
的
な
差
別
を
量
的
な
差
別
に
還
元
し
て
、
無
数
の
原
子
が
み
ず
か
ら
機
械
的
に
動
い
て
世
界
は
生
成
す
と
説
く
。

こ
れ
が
、
悉
有
悌
性
と
成
悌
の
備
法
の
真
似
と
さ
れ
る
。

⑤④  

巻
四
・
前
掲
書
一
九
・
二
O
丁
「
性
如
此
」
。

朱
子
語
類
大
全
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⑮⑭⑬⑫⑪⑮①③⑦⑥  

六
丁
「
而
今
緊
要
」
。

同

巻
八
・
前
掲
書

同

巻
四
・
前
掲
書

一
・
一
一
一
丁
「
人
之
所
以
」
。

同

巻
八
・
前
掲
書

五
丁
「
人
須
以
聖
賢
」
。

一
五
丁
「
人
性
皆
益
巴
。

同

巻
四
・
前
掲
書

論
語
集
注
「
薙
也
篇
」
三
（
芸
文
印
書
館
印
行
）
論
語
一
子
二
。

孟
子
五
・
一
。

孟
子
集
注
「
勝
文
公
章
句
」
上
・
前
掲
書

但
棟
集
巻
之
二
十
七
「
答
屈
景
山
」
第
一
書
・
日
本
思
想
大
系
羽

中
・
全
集
第
一
巻

矢
口
問
書

四
五
七
頁
。

下
「
天
命
帝
鬼
神
」
第
一
則
・
日
本
思
想
大
系

第
三
則
・
同
二
一
一
一
六
、
コ
ニ
頁
。

二
三
五
、

弁
名
同

一一一一一、

⑮⑬⑫⑮  

第
四
則
・
同
二
三
六
、

一
二
四
頁
。

同

下
「
理
気
人
欲
」
第
一
則
・
日
本
思
想
大
系
お

弁
名

二
四
回
、

同同

＠⑫⑫＠＠  

同同同
・
同
二
四
四
、
二
四
五
、

一
五
一
頁
。

同
・
同
二
四
五
、

一
五
一
、

一
五
二
頁
。

五
三

O
頁。

二
O
頁。

五
O
頁。

96 

「
聖
人
ノ
教
ハ
、
皆
其
自
得
ス
ル
ヲ
待
ツ
コ
ト
：
：
：
人
ノ
材
徳
ヲ
養
フ
ハ
草
木
ニ
コ
ヤ
シ
ヲ
シ
テ
長
養
セ
シ
ム
ル
知
ク
、
聖
人
ノ
道
ヲ
学
ベ
パ
自
然

ニ
知
見
開
キ
テ
材
徳
ワ
レ
ト
発
達
ス
ル
モ
ノ
ナ
リ
」
（
太
平
策
八
・
日
本
思
想
大
系
お

下
「
理
気
人
欲
」
第
一
則
・
日
本
思
想
大
系
羽
二
四
五
、
一
五
二
頁
。

＠ 

弁
名

四
五
五
頁
。



聖人は至る可からず

＠ ＠⑫⑧⑫  

同太
平
策
一

0
・
日
本
思
想
大
系
お

弁
名
下
「
理
気
人
欲
」
第
一
期
・
日
本
思
想
大
系
お
二
四
回
、
一
五
三
頁
。

但
棟
集
巻
之
二
十
一
ニ
「
与
薮
震
巷
」
第
七
書
・
日
本
思
想
大
系
羽

四
・
日
本
思
想
大
系
お

丸
山
真
男
「
日
本
政
治
思
想
史
研
究
」
（
東
大
出
版
会
）
八
五
頁
。
源
了
園
「
徳
川
合
理
思
想
の
系
譜
」
（
中
央
公
論
社
）
八
四
頁
。

下
「
性
情
才
」
第
一
則
・
日
本
思
想
大
系
お
二
四
O
、
二
二
七
頁
。

上
「
徳
」
第
一
則
・
日
本
思
想
大
系
お
二
二
一
、
四
八
頁
。

下
「
性
情
才
」
第
一
則
・
日
本
思
想
大
系
お

＠ ＠＠＠  ＠⑩＠＠＠＠＠  ＠ 

四
六
一
頁
。

弁
道

二
O
四
、
二
四
頁
。

同弁
名

下
「
性
情
才
」
第
一
則
・
日
本
思
想
大
系
羽

同向。向弁
名
弁
名
弁
名
同答

問
書

上
・
全
集
第
一
巻
四
三
二
頁
。

弁
名

上
「
仁
」
第
一
則
・
日
本
思
想
大
系
お

五
O
八
頁
。

二
四
O
、
一
一
一
天
頁
。

二
四
O
、
一
三
七
頁
。

一
一
一
四
、
五
六
頁
。

〔
日
本
思
想

専
攻
〕
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